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第13章 自動車用トランスミッションと駆動系 
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自動車用トランスミッション 1)と駆動系 

 

１・１「はじめに」 

自動車は速く走ったり、遅く走ったり、あるいは坂を登ったり、ストップやスター

トを繰り返したり、また、バックしたりという、複雑な走行条件をスムーズにこなさ

なければならない。しかし、エンジンだけでの力でこれを行うとすれば、巨大なエン

ジンが必要になるし、エンジンが大きくなれば重量も増えるのでまた同じことになる

ばかりか、低速時には大変なムダとなる。そこでどうしても必要な物として考え出さ

れたのがトランスミッション（変速機）である。 

トランスミッションは歯車を使用したトルクの変換機で、一般に運転者の手動によ

って車の駆動力と速度をコントロールするようになっている。トランスミッションの

基本的な構成は小歯車と大歯車あるいは同じ程度の歯数の歯車を２本のシャフトの間

に何組も噛合わせてあり、この歯車の間に歯車の組み合わせを変えるためのドッグク

ラッチと、それを操作するためのフォークやリンク機構、およびシフトレバーから成

り立っている。また、歯車群は鋳物製のケース内におさめられ、底部には少量のオイ

ルが入っていて、歯車自体が回転によって潤滑するようになっている。 

 

１・２「トランスミッションの歴史」 

トランスミッションの元祖的なタイプは歯数の異なる歯車自体の噛合わせを変える

“選択摺動式トランスミッション”であった。しかし、回転速度が違う歯車を噛合わ

せるためどうしてもスムーズにはいかず、はね返されたり無理をすれば“ガリガリ

ッ”と大きな騒音を発した。その後、歯車を傷めないために歯車同士は初めから常に

噛合わせておく“常時噛合式トランスミッション”となった。これはドッグクラッチ

という頑丈な噛合いクラッチを設けたものである。しかしこれでもスムーズ性に欠け、

騒音も高かったため、シンクロメッシュ（同期噛合機構）をつけた常時噛合い式に発

展し、現在に至っている。 

 

１・３「目的」 

前輪駆動および後輪駆動用自動車トランスミッションの分解・組立を通して、その

内部構造を理解する。基本的な機械要素の観察を行う。また、作業工具の安全な使用

方法を習得する。 

  

１・４「使用器具および作業工具」 

自動車用トランスミッション、メガネレンチ、ヘキサゴンソケット、プラスチック

ハンマ、整理用コンテナーボックス 

 

１・５「注意」 

トランスミッション各部は機械加工されたままの状態になっている。また、オイル

で汚れている。したがって、分解・組立の際には怪我に十分注意すること。 

トランスミッションは重量がかなりあり、固定もされていないので取り扱いは慎重

に行う。 

  

１・６「作業工具の取り扱い」 
————————————————————————————————————————————————————————————————————————————— 
1) トランスミッション：transmission 
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第１１章を参照すること。 

１・７「実習内容」 

１．J１６０型トランスミッションのインプットシャフトを手動で回転させアウトプッ

トシャフトの回転から変速比を求め、表１３・１に記入する。               

                          表１３・１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３・１ トランスミッションの原理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３・２ギヤの組み合わせ 

 

２．表１３・１より１速とリバースの変速比が同じくらいな理由を考察せよ。 

 

３．軽自動車、ブルーバード、ＡＥ８６、ヴィッツ４WD の減速比を求め、表１３・２

に記入する。         表１３・２ 

＊アルテッツァの歯数を推測してみる。 

 

     

  

                 ＝         ＝ 

            

 歯数 減速比 最小公倍数 排気量（cc） 

軽自動車 ／   660 

ブルーバード ／   1800 

シルビア ／   1800 

アルテッツァ ／ ４．１００  2000 

ＡＥ８６ ／   1600 

ヴィッツ４WD フロント ／ ／ ／   

1300 ヴィッツ４WD リア ／   

ヴィッツ４WD トランスフォア  ／     

 

 

 

 

駆動軸
Ａ

受動軸

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 

 

 

 

駆動軸
Ａ

受動軸

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 

変速比  

第１速  

第２速  

第３速  

第４速  

第５速  

第６速  

後 退  

 

減速比＝ 

 

 

 

 

Ｂの歯数×Ｄの歯数              × 

Ａの歯数×Ｃの歯数              × 

駆動軸
トルク

トルク

増大

Ａ

Ｂ

受動軸

駆動軸
トルク

トルク

増大

Ａ

Ｂ

受動軸
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４．駆動方式 

自動車が走るために、エンジンの力を車輪まできちんと伝える部品群を動力伝達系

統という。このうち、エンジンを入れずトランスミッション以降の動力伝達系統を駆

動系統と呼んでいる。駆動方式の違いは車の性格を左右する重要な要素であり、主な

ものを表１３・３と図１３．３に示す。 

表１３・３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 １３・３駆動方式 

 

 

 

＜駆動方式＞ ＦＦ ＦＲ ＭＲ ＲＲ 

フロントオーバー

ハング 

長い 長い 短い 短い 

キャビンの位置 やや前寄り 後ろ寄り 前寄り 前寄り 

リヤオーバーハン

グ 

短い 長い 短い 長い 

＜車室＞ 

前後の広さ 広い やや広い 狭い やや広い 

フロアの高さ 低い 高い やや低い やや低い 

トランクルーム 広い やや広い 狭い 狭い 

＜重量配分＞ 前寄り やや前寄り 中央 後ろ寄り 

＜走行性能＞ 

直 進 安 定 性 が

よ く ア ン ダ ー

ス テ ア 傾 向 。

滑 り や す い 路

面 の 走 破 性 が

よい。 

操縦性にくせ

がない。 

トラクション

限界がやや高

い。 

回 頭 性 が よ

い。 

トラクション

限界が高い。 

トラクション

が大きい。オ

ーバステア傾

向。 

＜採用の傾向＞ 小～中型車 中～大型車 スポーティ車 小～中型車 

FFbase 4WD

4WD

Wheel

Drive

FRbase 4WD

4WD

Wheel

Drive

Front engine

Front drive

Front engine

Rear drive

Midship engine

Rear drive

Rear engine

Rear drive
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５．ラジアルタイヤについて 

５・1 ロードインデックス１） 

ロードインデックスとは規定の条件下で、そのタイヤに負荷することが許される最

大の質量を表す数値であり、表１３・４に示す。 

表１３・４ 

 

５・２ ラジアルタイヤのサイズ表示の見方 

１９５／６５ Ｒ １５ ９１ Ｈ 

                 速度記号 

              ロードインデックス 

           リム径の呼び（インチ） 

        タイヤの構造記号（ラジアル） 

      扁平率の呼び（％）   

断面幅の呼び（ｍｍ） 

 

５・３ 扁平率 

  扁平率とは、タイヤの断面幅に対する断面高さの比率を表す数値。 

 

 

 

 

 

 
                                                                                                                                                             

 
1) ロードインデックス：load index 

ロ ー ド
イ ン デ
ックス 

７０ ７１ ７２ ７３ ７４ ７５ ７６ ７７ ７８ 

負 荷 能
力(kg) 

３３５ ３４５ ３５５ ３６５ ３７５ ３８７ ４００ ４１２ ４２５ 

ロ ー ド
イ ン デ
ックス 

７９ ８０ ８１ ８２ ８３ ８４ ８５ ８６ ８７ 

負 荷 能
力(kg) 

４３７ ４５０ ４６２ ４７５ ４８７ ５００ ５１５ ５３０ ５４５ 

ロ ー ド
イ ン デ
ックス 

８８ ８９ ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ 

負 荷 能
力(kg) 

５６０ ５８０ ６００ ６１５ ６３０ ６５０ ６７０ ６９０ ７１０ 

 

 

 

扁平率 ＝ 

 

 

（％） 

断面高さ 

断面幅 
×１００ 
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表１３・５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ５・４ タイヤサイズの計算 
 
１インチは２５．４ｍｍで計算すること。 
タイヤの直径＝（リム径×２５．４）＋（断面幅×扁平率÷１００）×２ 
 
１９５／６５ R１５の直径は？ 
（  ×２５．４）＋（  ×  ÷１００）×２＝    Answer    ｍｍ                     

 
 
１９５／６５ Ｒ１５の円周は？          Answer    ｍｍ 
 

 
アルテッツァのタイヤ ２１５／４５ ZR１７の直径は？ 
（  ×２５．４）＋（  ×  ÷１００）×２＝    Answer        ｍｍ                       
 
 
アルテッツァのタイヤの円周は？          Answer       ｍｍ  

 

 

 

６．アルテッツァの走行速度を求める。ただし走行抵抗は無いものとする。 

アルテッツァがトランスミッション  速、エンジン回転数    r.p.m.で走行

している。時速は？ 

 

 

時速＝             ×タイヤ円周 

 

 

 

時速＝             ×タイヤ円周  Answer    km/h    

 

 

＊最高時速を上げる方法を考えよ。 

①                 ② 

③                 ④ 

⑤                 ⑥ 

タイヤ構造 
タイヤ表示 

最高速度 km/h  
速度記号 速度カテゴリー 

ラジアル 

Ｌ  １２０ 

Ｑ  １６０ 

Ｓ ＳＲ １８０ 

Ｈ ＨＲ ２１０ 

Ｖ  ２４０ 

 ＺＲ ２４０以上 

Ｗ  ２７０ 

Ｙ  ３００ 

 

エンジン回転数×６０（分） 

変速比×減速比 

      ×  

      × 
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７．アッカーマン・ジャントの原理を図１３・４に示し、ここでは差動装置について

も説明する。 

        キングピン 

        タイロッド 

        ナックルアーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３・４ アッカーマン・ジャントの原理 
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